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〈
論
文
〉

正
規
就
業
と
性
別
役
割
分
業
意
識
が
家
事
分
担
に
与
え
る
影
響

1
1
l
N
F
R
J
0
8

を
用
い
た
分
析

〈
要
旨
〉

本
稿
の
目
的
は
、
現
代
の
日
本
に
お
け
る
家
事
分
担
の
規
定
要
因
を
、
女
性
の
就
業
形
態
と

家
族
に
関
す
る
意
識
に
着
目
し
、
第
三
回
家
族
に
つ
い
て
の
全
国
調
査

(
Z
E』
。
∞
)
の
デ
ー

タ
を
用
い
て
、
計
量
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
労
働
市
場
に
お
い
て
中
核
的

な
働
き
方
で
あ
る
正
規
就
業
と
性
別
役
割
分
業
意
識
が
家
事
分
担
に
与
え
る
影
響
に
焦
点
を
あ

て
る
。

こ
れ
ま
で
、
家
事
分
担
の
規
定
要
因
と
し
て
、
栢
対
的
資
源
仮
説
、
時
間
制
約
仮
説
、
性
役

割
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
仮
説
、
ニ
ー
ズ
仮
説
が
主
に
検
討
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
、
相
対
的
資
源

仮
説
と
時
間
制
約
仮
説
の
変
数
と
し
て
は
、
夫
婦
の
収
入
差
や
学
歴
、
労
働
時
間
な
ど
が
、
夫

の
家
事
時
間
や
頻
度
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
妻
の
従
業
上
の
地
位
に
よ
る
差
異
仮
説
、
性
役
割
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
仮
説
、
性
別

役
割
ハ
量
一
用
意
識
と
従
業
上
の
地
位
に
よ
る
差
異
仮
説
の
三
つ
に
焦
点
を
あ
て
、
さ
ら
に
夫
の
家

事
頻
度
だ
け
で
な
く
、
妻
の
家
事
頻
度
や
夫
の
相
対
的
な
家
事
分
担
割
合
の
規
定
要
因
の
分
析

を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
正
規
整
宋
の
妻
は
、
無
職
の
妻
よ
り
家
事
頻
度
が
低
い
が
こ
れ

は
女
性
回
答
の
み
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
、
パ
ー
ト
就
業
の
妻
は
無
職
の
妻
と
比
べ
て
有
意
に
家

乾

順
子

事
頻
度
、
か
減
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
夫
は
家
事
頻
度
が
増
え
な
い
と
と
、
分
業
を
肯
定
し
て
い
る

夫
は
家
事
頻
度
が
低
い
こ
と
、
情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
夫
は
家
事
頻
度
も
高
い
こ
と
、
そ
し

て
、
分
業
を
肯
定
し
て
い
る
正
規
就
業
の
妻
は
、
肯
定
し
て
い
な
い
委
に
比
べ
て
家
事
頻
度
が

高
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

正
規
就
業
の
委
の
家
事
頻
度
が
、
性
別
役
割
分
業
意
識
に
よ
っ
て
差
異
化
さ
れ
て
い
る
と
い

う
結
果
が
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

性
別
分
業
、
家
事
頻
度
、
家
事
分
担
割
ム
口
、
正
規
就
業
、
性
別
役
割
分
業
意
識
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一
.
問
題
設
定

本
稿
の
目
的
は
、
現
代
の
日
本
に
お
け
る
家
事
分
担
の
規
定
要
因
を
、
女
性
の
就

業
形
態
と
家
族
に
関
す
る
意
識
に
着
目
し
、
全
国
規
模
の
調
査
デ
1

タ
を
用
い
て
、

計
量
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
焦
点
を
あ
て
る
の
は
、
女
性
の
正
規

就
業
と
性
別
役
割
分
業
意
識
が
家
事
分
担
に
与
え
る
影
響
で
あ
る
。

性
別
ハ
轟
木
は
、
近
代
家
族
を
特
徴
づ
け
る
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
実
態
と
そ

れ
を
支
え
る
要
因
の
解
明
は
、
家
族
研
究
の
主
要
な
テ
l

マ
で
あ
る
(
松
田
・
鈴
木

と二
か O
ら O

家己
庭
内さ
のら
性に
別
分子
菜ど
のも
実の
態社
叩 A、

そ花
のは
規家
定庭

富 P
空云
官ピ
Z 主
すま
'0)さ

t: れ

伝き
ι. 

次
世
代
の
性
別
分
業
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
宙
宮
町

g
ι
巴
宮
R

宅
沼
)
と
い
え
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
被
雇
用
者
と
し
て
の
労
働
市
場
へ
の
女
性
の
参
入
は
増
大
を

続
け
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
男
性
の
家
事
分
担
割
合
は
、
国
際
的
に
み
て
非

常
に
低
い
数
値
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
図
一
は
窃
屯

N
O
B
R
E
E
-可
白
色
2
8

間
百
開

。
g
品
目
同
問
。-
o園
事
の
デ
1

タ
を
も
と
に
、
週
あ
た
り
の
夫
婦
の
家
事
時
聞
に
し
め
る

夫
の
家
事
時
間
の
割
合
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
図
を
み
る
と
明
ら
か
な
と
お
り
、

一
番
左
側
の
日
本
の
男
性
の
家
事
分
担
割

合
は
一
O
%
程
度
で
、
こ
の
調
査
の
対
象
国
(
地
域
)
の
中
で
は
最
も
低
い
割
合
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
同
じ
デ
1

タ
を
用
い
て
、
家
事
分
担
に
対
す
る
不
公
平
感
の
国

際
比
較
分
析
を
行
っ
た
不
破
・
筒
井
(
二
O

一
O
)
は
、
妻
の
家
事
分
担
比
率
が
高

い
園
、
性
別
役
割
分
業
意
識
が
強
い
国
で
は
、
実
際
に
妻
の
家
事
負
担
が
大
き
く
、

ま
た
、
妻
が
長
時
間
働
い
て
い
た
り
、
高
学
歴
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て

不
公
平
感
を
持
ち
に
く
い
と
い
う
こ
と
を
、

マ
ル
チ
レ
ベ
ル
分
析
を
用
い
て
明
ら
か

9色
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図 1 男性の家事分担時間割合

(ISSP2002 "Family and Changing Gender Role III "より作成)



に
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
の
家
事
分
担
比
率
が
不
平
等
で
か
つ
性
別
分
業
意
識

が
強
い
日
本
の
よ
う
な
国
で
は
、
女
性
は
不
公
平
感
を
感
じ
に
く
く
、
そ
れ
ゆ
え
家

事
の
大
部
分
を
担
い
続
け
て
し
ま
う
と
い
う
循
環
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
日
本
の
家
庭
内
や
労
働
市
場
な
ど
に
お
け
る
性
別
分
業
の
実
態
を
詳
細

に
解
明
す
る
こ
と
は
、
そ
の
平
等
化
に
向
け
て
、
喫
緊
か
つ
継
続
的
な
課
題
で
あ
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
が
着
目
す
る
の
は
、
性
別
分
業
の
根
強
い
日
本
に
お
い
て
、
そ
の
体
制
に
抗

し
て
正
規
一
雇
用
で
働
く
既
婚
女
性
で
あ
る
。
開
肩
書
(
】
∞
∞
品
目

3
3
)
は
か
つ
て
、

女
性
の
解
放
は
、
全
女
性
、
か
公
的
産
業
に
復
帰
す
る
こ
と
を
第
二
削
提
条
件
と
す
る

と
述
べ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
既
婚
女
性
た
ち
は
、
パ
ー
ト
と
い
う
就
業
形

態
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
も
家
事
も
負
担
す
る
と
い
う
二
重
役
割
を
担
う

こ
と
と
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
上
野
(
一
九
九
O
)
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
い
う
よ
う
な
女
性
の
労
働
者
化
、
か
家
父
長
制
を
ゆ
る
が
す
と
い
う
仮
説
は
あ

て
は
ま
ら
な
い
」
の
で
あ
る
。

で
は
、
中
核
的
な
労
働
市
場
で
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
正
規
雇
用
の
女
性
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
家
事
分
担
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
多
少
な
り
と
も
家
事

労
働
を
免
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
不
破
・
筒
井
(
二O

一
O
)
が

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
女
性
た
ち
は
不
公
平
感
を
感
じ
に
く
い
た
め
、
ど

の
よ
う
な
働
き
方
を
し
て
い
て
も
、
同
程
度
に
家
事
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
女
性
が
働
く
こ
と
、
特
に
正
規
と
い
う
雇
用
形
態
で
働
く
こ
と
と
性

別
役
割
分
業
意
識
の
革
新
化
に
は
一
定
の
関
連
が
予
測
さ
れ
る
(
末
盛
・
石
原

一
九
九
八
)
。
す
な
わ
ち
、
正
規
で
働
く
女
性
は
、
よ
り
平
等
志
向
の
分
業
意
識
を

も
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
妻
を
も
っ
夫
も
、
ハ
韮
来
意
識
を
平
等
化
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
妻
、
か
正
規
で
働
く
夫
は
、
性
別
役
割
分
業
意
識
を
平
等
化

さ
せ
、
よ
り
家
事
を
行
い
、
正
規
で
働
く
妻
は
分
業
意
識
を
平
等
化
さ
せ
、
よ
り
少

な
く
家
事
を
行
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
.
先
行
研
究
と
仮
説

つ
い夫
て婦
の間
研の
究家
に事
は分
膨担
大を
な規
蓄定
積す
がる
あ要
る因
が

代官
表夫
町の

2 蓄
の頻
を度
整を
理規
し定
てす
いる

え青

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
家
事
分
担
の
規
定
要
因
に
関
す
る
研
究
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
論

文
と
し
て
g
o
E
白
血
E
Z
E
(
-
3
0
)
の
も
の
が
代
表
的
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、

家
事
分
担
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
大
き
く
四
つ
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
四
つ

と
は

① 

ズ
説

② 
相
対
的
資
源
説

③ 
時
間
制
約
説

④ 
J性

役
割
イ
ア

オ
ロ

ギ
l

説
で
あ
る
。
ニ
l

ズ
説
と
は
、
家
事
の
量
が
多
い
ほ
ど
ニ
1

ズ
が
高
く
な
る
た

め
、
夫
は
家
事
に
参
加
す
る
。
特
に
子
ど
も
の
数
が
多
い
ほ
ど
、
夫
は
家
事
に
参
加

す
る

(
9
5
5
8
3
∞
凶
)
。
相
対
的
資
源
説
は
、
収
入
や
教
育
、
職
業
な
、
ど
の
社
会

経
済
的
資
源
を
多
く
も
つ
ほ
う
が
家
事
の
負
担
を
免
れ
る

(
E
g
o
-甲∞
∞u盟
書
白
邑

ロ
n
F
H
2
3
2
u
回
同E
2
3

宰
)
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
家
事
と
は
、

単
調
で
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
よ
り
社
会
経
済
的

資
源
を
も
っ
ほ
う
が
、
勢
力
を
も
ち
、
家
事
分
担
に
つ
い
て
の
交
渉
に
勝
つ
こ
と
に

よ
っ
て
、
家
事
を
負
担
す
る
こ
と
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
。
次
の
時
間
制
約
説
は
、
夫
婦

の
う
ち
時
間
資
源
の
多
い
ほ
う
が
、
よ
り
多
く
の
家
事
を
行
う

(
9
5
5
8
3
虫

w

H
N
o
g
-甲
ヨ
リ
]
州
国
間

5
3

∞
∞
)
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
労
働
市
場
に
お
け
る
労
働
時
間

が
長
い
ほ
ど
、
家
で
家
事
を
行
わ
な
い
と
い
う
、
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
説
で
あ

る
。
最
後
が
、
性
役
割
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
説
で
あ
り
、
妻
が
家
事
に
責
任
を
も
つ
べ
き

-NFRJ08を用いた分析ー23 一正規就業と性別役割分業意識が家事分担に与える影響



だ
と
い
う
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
場
合
、
夫
の
家
事
参
加
が
低
く
な
る
(
2
4
m
s
s

日
甲
∞
凶u同N
o
n
-唱
∞
メ
関
曲
目
。
寄
∞
∞
)
。

以
上
の
よ
う
な
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
代
表
的
な
家
事
分
担
の
規
定
要
因
に
つ
い
て

の
仮
説
に
基
づ
き
、
日
本
に
お
い
て
も
多
く
の
実
証
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

一
一l

ズ
仮
説
と
し
て
、
子
ど
も
の
年
齢
や
人
数
、
親
と
の
同
居
が
検
討
さ
れ
て

き
た
(
品
田
一
九
九
六
、
稲
葉
一
九
九
八
、
呂
田
E
o
s
-
唱
温
・
永
井
一
九
九
九
、
松

田
二
O
O
四
、
岩
間
二
O
O
八
ほ
か
)
。
親
と
の
同
居
は
、
ニ
ー
ズ
仮
説
の
変
数
で

あ
る
と
同
時
に
、
代
替
資
源
仮
説
の
変
数
で
も
あ
る
。
代
替
資
源
仮
説
は
、
世
帯

内
外
で
夫
婦
以
外
に
家
事
を
担
当
し
て
く
れ
る
人
聞
が
い
れ
ば
、
男
女
と
も
に
家

事
参
加
が
減
る
と
い
う
仮
説
で
あ
る
(
稲
葉
一
九
九
八
)
。
親
と
の
同
居
は
、
家

事
の
量
(
ニ
1

ズ
)
を
増
や
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
親
が
代
わ
り
に
家
事
を
分
担
し

て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
世
代
の
家
事
が
減
る
こ
と
も
あ
る
。
相
対
的
資
源

仮
説
と
し
て
は
、
夫
婦
の
収
入
格
差
や
学
歴
が
用
い
ら
れ
宵
自

5
3
z
u
稲
葉

一
九
九
八
、
永
井
一
九
九
九
、
松
田
二
O
O
四
ほ
か
)
、
時
間
的
余
裕
仮
説
と
し
て

は
、
妻
の
就
労
形
態
や
夫
の
帰
宅
時
間
な
ど
が
分
析
に
用
い
ら
れ
て
い
る
(
関
曲
目
。

3

ヌ
稲
葉
一
九
九
八
、
永
井
一
九
九
九
、
永
井
二
O
O

て
松
田
二

O
O

四
、
岩

間
二
O
O
八
)
。
さ
ら
に
ジ
ェ
ン
ダl
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
仮
説
と
し
て
、
「
男
性
は
外
で

働
き
、
女
性
は
家
を
守
る
べ
き
」
と
い
う
意
識
を
用
い
た
も
の
(
稲
葉
一
九
九
八
、

松
田
二
O
O
四
)
、
複
数
項
目
の
意
識
変
数
を
主
成
分
分
析
し
た
も
の
(
呂
田
E
o
E

E

遣
)
、
学
歴
を
代
替
変
数
と
し
た
も
の
(
永
井
一
九
九
九
)
、
複
数
の
家
族
観
に

関
す
る
意
識
項
目
を
ダ
ミ
1

変
数
と
し
て
用
い
た
も
の
(
岩
間
二
O
O
八
)
な
ど
が

あ
る
。

以
上
の
四
つ
の
仮
説
以
外
に
、
夫
婦
聞
の
情
緒
関
係
を
考
慮
し
た
情
緒
関
係
仮
説
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(
稲
葉
一
九
九
八
)
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
夫
婦
の
情
緒
関
係
が
高
い
ほ
ど
、
男
性
の

家
事
参
加
が
高
ま
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
夫
婦
で
一
緒
に
外
出
や
買
い
物
を
す
る

と
い
っ
た
、
情
緒
的
な
意
味
を
も
っ
た
共
同
行
動
が
増
え
る
と
、
家
事
・
育
児
も
夫

婦
共
同
で
行
う
こ
と
が
増
加
し
、
男
性
の
家
事
参
加
が
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
(
稲

葉
一
九
九
八
)
。

こ
こ
ま
で
、
国
内
外
の
家
事
分
担
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
概
観
し
た
が
、
本
稿

で
は
、
妻
の
有
償
労
働
お
よ
び
、
そ
の
有
償
労
働
や
家
事
分
担
と
大
き
く
関
連
す
る

性
別
役
割
分
業
意
識
に
着
目
す
る
こ
と
か
ら
、
次
に
、
女
性
の
就
業
と
家
事
分
担

の
関
連
に
関
す
る
先
行
研
究
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
、
先
に

あ
げ
た
相
対
資
源
仮
説
や
時
間
的
余
裕
仮
説
に
ま
た
が
る
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
。

九
0
年
代
前
半
に
は
、
妻
の
従
業
上
の
地
位
は
夫
の
家
事
に
有
意
な
効
果
が
な
い
(
永

井
一
九
九
二
、
内
田5
0
3
E
)
と
い
う
結
果
、
か
得
ら
れ
て
い
た
が
、
二
0
0
0
年
代

に
入
る
と
、

一
部
の
家
事
(
掃
除
)
に
効
果
が
あ
る
(
永
井
二
O
O
一
)
と
い
う
も

の
や
、
妻
の
職
業
階
層
別
に
み
る
と
フ
ル
タ
イ
ム
就
業
で
あ
る
こ
と
が
夫
の
家
事
参

加
度
に
正
の
効
果
(
専
門
管
理
職
と
事
務
職
)
と
負
の
効
果
(
サ
ー
ビ
ス
職
)
を
も

つ
と
い
う
研
究
結
果
(
岩
間
二
O
O
八
)
も
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究

か
ら
、
さ
ら
に
時
を
経
て
、
女
性
の
労
働
市
場
へ
の
参
入
が
進
ん
で
い
る
現
在
に
お

い
て
は
、
夫
婦
問
の
家
事
分
担
の
平
等
化
が
進
ん
で
い
る
と
期
待
さ
れ
る
が
、
実
際

に
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
妻
の
正
規
就
業
に
よ
る
性
別
役
割
分
業
意

識
の
革
新
化
(
末
盛
・
石
原
一
九
九
八
)
に
着
目
し
、
妻
の
従
業
上
の
地
位
と
性
別

役
割
分
業
意
識
が
夫
婦
の
家
事
分
担
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ

が
、
個
別
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
媒
介
効
果
や
交
互
作
用
効
果



が
あ
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
交
E
作
用
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
。

本
稿
で
検
証
を
行
う
仮
説
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
.

妻
の
従
業
上
の
地
位
に
よ
る
差
異
仮
説

①
夫
の
家
事
頻
度
・
割
合
は
、
妻
が
就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
増
加
す
る
。

(
正
規
、
パl
ト
、
無
職
の
順
に
多
く
な
る
)

②
妻
の
家
事
頻
度
は
、
妻
が
就
業
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
少
す
る
。

(
正
規
、
パ1
ト
、
無
職
の
順
に
少
な
く
な
る
)

2
.

性
役
割
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
仮
説

①
夫
の
家
事
頻
度
・
割
合
は
、
夫
も
し
く
は
妻
が
性
別
役
割
分
業
を
肯
定
し
て
い

る
ほ
ど
減
少
す
る
。

②
妻
の
家
事
頻
度
は
、
妻
も
し
く
は
夫
が
性
別
役
割
分
業
を
肯
定
し
て
い
る
ほ
ど
、

増
加
す
る
。

3
.

性
別
役
割
分
業
意
識
と
従
業
上
の
地
位
に
よ
る
差
異
仮
説

①
夫
の
家
事
頻
度
・
割
合
は
、
妻
の
従
業
上
の
地
位
と
性
別
役
割
分
業
意
識
の
交

互
作
用
に
よ
っ
て
差
異
が
生
じ
る
。

②
妻
の
家
事
頻
度
は
、
妻
の
従
業
上
の
地
位
と
性
別
役
割
分
業
意
識
の
交
互
作
用

に
よ
っ
て
差
異
が
生
じ
る
。

三
.
デ
ー
タ
と
変
数

デ
ー
タ

使
用
す
る
デ
ー
タ
は
、
第
三
国
家
族
に
つ
い
て
の
全
国
調
査
(
司
自
。
∞
)
で
あ
る
。

(_ 

れ
は

日
本
家
族
社
h. 
z;; 

学
L>、
z;; 

全
国
家
族
調
査
委
員
h. 
z;; 

が

九
九
八
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る
継
続
的
全
国
調
査
の
三
回
目
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
二
O
O
九
年
一
1

二

月
に
実
施
さ
れ
た
。
対
象
者
は
日
本
国
内
に
居
住
す
る
一
九
三
六
i

一
九
八
O
年
生

ま
れ
の
個
人
で
あ
り
、
層
化
二
段
無
作
為
抽
出
法
に
よ
っ
て
サ
ン
プ
リ
ン
グ
さ
れ
、

標
本
サ
イ
ズ
は
九
四
O
O
人
、
回
収
数
は
五
二O
三
人
、
回
収
率
は
出
・5
%

で
あ
る
。

調
査
は
訪
問
留
置
法
で
実
施
さ
れ
た
。

対
象
者
本
人
や
配
偶
者
の
職
業
に
関
す
る
情
報
や
家
事
分
担
お
よ
び
家
族
構
成
の

情
報
が
豊
富
に
得
ら
れ
る
最
新
の
デl
タ
で
あ
り
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
夫
婦
間

の
家
事
分
担
を
職
業
や
意
識
と
い
っ
た
要
因
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
有
効

な
デ
l

タ
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
う
ち
、
男
女
と
も
六
O
歳
以
下
で
有
配
偶
、
男

性
に
つ
い
て
は
有
職
の
サ
ン
プ
ル
を
分
析
に
用
い
る
。
女
性
の
就
業
と
家
事
分
担
の

関
連
に
着
目
す
る
た
め
、
女
性
の
就
業
割
合
が
高
く
な
る
末
子
七
歳
以
上
に
限
定

【
フ
こ

し
て
分
析
を
行
事
つ
。
対
象
者
は
、
男
性
六
一
五
人
(
平
均
年
齢
苫
・
ま
-
歳
)
、
女
性

六
七
九
人
(
平
均
年
齢
お
・0
3

歳
)
で
あ
る
。
(
表
一
、
二
参
照
)

従
属
変
数

従
属
変
数
は
、
週
あ
た
り
の
家
事
頻
度
を
用
い
る
。
こ
れ
は
岩
井
(
二O
O

一
)

や
松
田
(
二
O
O
四
)
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

間
七
付
問
一
八

あ
な
た
自
身
と
配
偶
者
の
方
は
、
次
に
あ
げ
る
(
ア)j
(
オ
)

の
家
事
を
現
在
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
行
っ
て
い
ま
す
か
。
(
ア
)
「
食
事
の
用
意
」
は
、

(
イ
)
「
食
事
の
あ
と
か
た
づ
け
」
は
、
(
ウ
)
「
食
料
品
や
日
用
品
の
買
い
物
」
は
、
(
エ
)

「
洗
濯
」
は
、
(
オ
)
「
そ
う
じ
(
部
屋
、
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
)
」
は
、
に
対
す
る
回

答
「
ほ
ぼ
毎
日
」
に
七
点
、
「
週
に
四1
五
」
聞
に
品
・
凶
点
、
「
週
に
二
1

三
回
」
に
M
-
u

点
、
「
週
に
一
回
」
に
-
点
、
「
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
」
に
。
点
を
与
え
る
。
こ
の
五

-NFRJ08を用いた分析ー25 正規就業と性別役割分業意識が家事分担に与える影響



項
目
の
家
事
の
得
点
を
合
計
し
、
夫
の
家
事
頻
度
、
妻
の
家
事
頻
度
と
す
る
。
さ
ら
に
、

夫
の
家
事
割
合
と
し
て
夫
の
家
事
頻
度
の
合
計
得
点
を
夫
の
家
事
頻
度
と
妻
の
家
事

頻
度
の
合
計
得
点
で
割
っ
た
も
の
を
使
用
す
る
。
乙
の
理
由
は
、
日
本
に
お
け
る
先

行
研
究
は
、
夫
の
家
事
時
間
や
頻
度
に
着
目
し
た
も
の
が
多
い
(
永
井
一
九
九
一
一
)
が
、

夫
婦
聞
の
分
業
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
程
度
の
家
事
を
分

担
し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
相
対
的
な
割
合
が
ど
の
程
度
で
あ
る
か
を
規
定
す
る
要

因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
宵

5
0
3

∞
∞w豆
島
自
己
巴
告
白
ニ
唱
ヱ
)

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

独
立
変
数

ま
ず
、
妻
の
現
在
の
従
業
上
の
地
位
で
あ
る
。
正
規
、
パ
l

ト
、
自
営
家
族
、
無

職
の
四
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ダ
ミ
I

変
数
と
し
て
用
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
「
正

規
」
H

経
営
者
・
役
員
、
常
時
雇
用
さ
れ
て
い
る
一
般
従
業
者
、
「
パl
ト
」
H

臨

時
雇
い
・
パ
l

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
社
員
・
契
約
社
員
・
嘱
託
社
員
、
「
自
営

家
族
」
H
自
営
業
主
・
自
由
業
者
、
自
営
業
の
家
族
従
業
者
、
内
職
、
「
無
職
」
H

無
職
で
あ
る
。

次
に
性
役
割
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
仮
説
を
検
証
す
る
も
の
と
し
て
、
性
別
役
割
ハ
韮
宋
肯

定
主
成
分
を
用
い
る
。
間
八
の
(
ア
)
男
性
は
外
で
働
き
、
女
性
は
家
庭
を
守
る
ベ

き
で
あ
る
。
(
イ
)
子
ど
も
が
三
歳
く
ら
い
ま
で
は
、
母
親
は
仕
事
を
も
た
ず
育
児

に
専
念
す
べ
き
だ
。
(
ウ
)
家
族
を
(
経
済
的
に
)
養
う
の
は
男
性
の
役
割
だ
。
の

二
項
目
に
対
す
る
回
答
、
一
そ
う
思
う
、
二
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
、
三
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
、
四
そ
う
思
わ
な
い
、
を
止
同
定
す
る
ほ
ど
得
点
が

高
く
な
る
よ
う
に
反
転
す
る
。
以
上
の
三
項
目
を
主
成
分
分
析
し
た
も
の
を
性
別
役

(
3
)
 

割
分
業
肯
定
主
成
分
と
す
る
。
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夫
婦
の
情
緒
関
係
を
示
す
変
数
と
し
て
、
情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
主
成
分
を
用
い
る
。

問
七
付
問
一
七
の
(
ア
)
配
偶
者
は
、
わ
た
し
の
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と
を
聞
い
て

く
れ
る
。
(
イ
)
配
偶
者
は
、
わ
た
し
の
能
力
や
努
力
を
高
く
評
価
し
て
く
れ
る
。
(
ウ
)

配
偶
者
は
、
わ
た
し
に
助
言
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
。
の
三
項
目
に
対
す
る

回
答
、
一
あ
て
は
ま
る
、
こ
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
あ
て
は
ま
る
、
三
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
あ
て
は
ま
ら
な
い
、
四
あ
て
は
ま
ら
な
い
、
を
肯
定
す
る
ほ
ど
得
点
が
高
く
な

る
よ
う
に
反
転
す
る
。
以
上
の
三
項
目
で
主
成
分
分
析
し
た
も
の
を
情
緒
的
サ
ボ
l

(4) 

ト
主
成
分
と
す
る
。

そ
の
他
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
と
し
て
、
以
下
の
も
の
を
用
い
る
。
ニ
ー
ズ
仮
説
・

代
替
資
源
仮
説
に
も
と
づ
く
も
の
と
し
て
、
子
ど
も
の
数
、
末
子
年
齢
、
母
親
と
の

同
居
ダ
ミ
l

、
相
対
的
資
源
仮
説
に
も
と
づ
く
も
の
と
し
て
、
夫
教
育
年
数
、
夫
婦

の
教
育
年
数
差
、
妻
収
入
、
夫
婦
の
収
入
差
を
用
い
る
。
時
間
制
約
仮
説
に
も
と
づ

く
も
の
と
し
て
、
夫
の
労
働
時
聞
を
用
い
、
さ
ら
に
階
層
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も

の
と
し
て
、
夫
の
職
業
階
層
を
ダ
ミ
l

変
数
と
し
て
用
い
る
。
各
変
数
の
記
述
統
計

や
度
数
分
布
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

表
一
は
記
述
統
計
で
あ
る
が
、
上
半
分
が
男
性
回
答
者
、
下
半
分
が
女
性
回
答
者

に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
男
性
回
答
者
の
夫
家
事
頻
度
の
平
均
値
は
品
・
∞
虫
、

妻
家
事
頻
度
平
均
値
は
巴
-
M主
で
あ
る
。
夫
の
家
事
割
合
の
平
均
値
は
ロ
-
N
E
%

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
女
性
回
答
者
の
夫
家
事
頻
度
の
平
均
値
はu
・0
足
、

妻
家
事
頻
度
の
平
均
値
は
国
・
合
唱
で
あ
る
。
夫
の
家
事
割
合
は
∞
・
∞
官
%
と
な
っ
て

お
り
、
男
女
で
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
自
身
の
家
事
頻
度
を
多
め
に
回
答
す

る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。



記述統計

室塗鍾差
6.379 

6.317 

14.640 

6.410 

6.733 

2.081 

2.274 

330.857 

193.517 

1.652 

0.895 

0.916 

霊釜畳差
4.127 

5.644 

11.502 

6.333 

6.651 

1.985 

2.236 

335.676 

186.743 

1.844 

1.041 

0.949 

k
a
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一
一

-
B
O
E
-
-
-
5
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-
4
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一
1
5
6
8
3
7
1
6
-

倍
-
2
9
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一
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3
6
9
0
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0
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0

M
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1
0
9
一
5
6

引

2
8
1
9
0
7
一
別
-
3
3
5
一
6
8
7
0
2
3
6
2
4

蛤

-
8
2
2
一
9
0
6
6

・

9
1
1
一
H
E
-
-
0
4
8
一
0
1
S
8
4
9
1
1

1ドh
-

一
，

n
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塁盤
夫家事頻度

妻家事頻度
夫相対的家事割合

年齢

末子年齢

夫教育年数ー妻教育年数

夫教育年数
夫収入ー妻収入

妻収入

夫一日あたり労働時間

情緒的サポート主成分

箆型盆劃盆茎宣定主成分

室盤一一一
夫家事頻度

妻家事頻度

夫相対的家事割合

年齢
宋子年齢

妻教育年数一夫教育年数

夫教育年数

妻収入一夫収入

妻収入

夫一日あたり労働時間

情緒的サポート主成分
性別役割分業肯定主成分

回
答
者
の
年
齢
は
、
男
性
が
三
O
か
ら
六
O
歳
、
女
性
は
一
三
歳
か
ら
六
O
歳
で

あ
る
。
末
子
年
齢
は
、
男
性
回
答
で
七
歳
か
ら
三
九
歳
、
女
性
回
答
で
七
歳
か
ら

三
四
歳
で
あ
る
。
夫
の
教
育
年
数
と
妻
の
教
育
年
数
の
差
は
C
-
s
-年
と
。
・2
a
年
で
、

夫
の
ほ
う
が
や
や
長
く
な
っ
て
い
る
。
夫
収
入
と
妻
収
入
の
差
は
、
約
四
五
O
万
円

と
四
一
四
万
円
で
夫
の
ほ
う
が
多
く
、
妻
収
入
の
平
均
は
一
七
0
1
一
八
O
万
円
程

度
で
あ
る
。
夫
の
一
日
あ
た
り
の
労
働
時
間
は
、
片
道
の
通
勤
時
聞
を
加
え
る
と
平

均
で
一
0
時
間
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

J情

緒
的
サ
ポ

ト
主
成
分

，性

別
役
割
分
業
肯
定
主
成
分

っ
し、

て
は

ど
ち
ら

も
男
性
回
答
の
ほ
う
が
平
均
得
点
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

表
二
は
、
独
立
変
数
の
度
数
分
布
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
左
半
分
が
男
性
回
答
、

右
半
分
が
女
性
回
答
で
あ
る
。
子
ど
も
の
人
数
の
最
頻
値
は
二
人
で
、
最
も
多
く
、

半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
回
答
者
の
大
多
数
が
、
子
ど
も
が
三
人
以
内
で
あ
る
。

親
と
の
同
居
に
つ
い
て
は
、
男
性
回
答
で
は
、
区
・
唱
%
が
自
分
の
親
と
同
居
し
て
い

る
。
妻
の
母
親
と
同
居
し
て
い
る
の
は
、
a
・
凶
%
で
あ
る
。
女
性
回
答
で
は
、MM・
品
%

が
夫
の
母
親
と
同
居
し
て
い
る
。
自
分
の
母
親
と
同
居
し
て
い
る
の
は
、
唱
・
唱
%
で

あ
る
。
男
女
ど
ち
ら
の
回
答
に
お
い
て
も
、
夫
の
母
親
と
の
同
居
率
が
高
く
な
っ
て

い
る
。
夫
の
職
業
に
つ
い
て
は
、
男
女
ど
ち
ら
の
回
答
に
お
い
て
・
も
、
専
門
管
理
が

最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
次
い
で
、
技
能
労
務
、
事
務
営
業
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
漁
業
が
最
も
割
合
が
低
い
。

妻
の
従
業
上
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
男
女
ど
ち
ら
の
回
答
に
お
い
て
も
、
パ
ー
ト

が
最
も
多
く
、
四
割
程
度
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
、
無
職
、
正
規
の
順
と
な
っ
て

お
り
、
自
営
家
族
、
か
最
も
少
な
い
。
分
析
対
象
者
は
以
上
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て

、
・

3

。

v
V
E
q
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四
分
析

そ
れ
で
は
、
分
析
に
入
っ
て
い
こ
う
。
図
二
、
図
三
は
、
従
属
変
数
の
家
事
項
目

度数分布

男性 女性

N % 累積% N 事告 累積%

子どもの数

1 人 77 12.5 12.5 88 13.0 13.0 

2人 354 57.6 70.1 380 56.0 68.9 

3人 166 27.0 97.1 182 26.8 95.7 

4人 15 2.4 99.5 27 4.0 99.7 

5人 3 日目5 100目。 2 0.3 100.0 

自分の母と同居していない 462 75.1 75.1 612 90.1 90.1 

自分の母と同居 153 24.9 100目。 67 9.9 100.0 

義理の母と同居していない 576 93.7 93.7 527 77.6 77.6 

義理の母と同居 39 6.3 100.0 152 22.4 100.0 

夫職業
専門管理 235 38.2 38.2 252 37.3 37.3 

事務営業 99 16.1 54.3 105 15.5 52.8 
販売サービス 75 12.2 66.5 88 13.0 65.8 
技能労務 181 29.4 95.9 212 31 目4 97.2 
農業漁業 25 4.1 100目。 19 2.8 100.0 

妻従業上の地位
正規 136 22.1 22.1 155 22.8 22.8 
I~ート 246 40.0 62.1 290 42.7 65.5 
自営家族 61 9.9 72.0 71 10.5 76 日

無職 172 28.0 100.0 163 24.0 100.0 
N 615 679 

別
に
夫
と
妻
の
週
あ
た
り
に
行
う
平
均
回
数
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
男
性

回
答
で
も
女
性
回
答
で
も
、
妻
は
食
事
用
意
、
後
片
付
け
を
週
に
平
均
六
.五
回
程

度
行
い
、
洗
濯
も
六
回
強
、
買
い
物
と
そ
う
じ
は
五
回
程
度
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
夫
の
家
事
頻
度
は
低
調
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
家
事
に
つ
い
て
も
週
に
一
回

す
る
か
し
な
い
か
で
あ
る
。
特
に
女
性
回
答
の
夫
の
家
事
頻
度
平
均
値
は
す
べ
て
一

回
未
満
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
妻
の
従
業
上
の
地
位
別
の
家
事
頻
度
を
見
て
い
こ
う
。
図
四
は
、
妻
の
従
業

上
の
地
位
別
に
夫
が
週
あ
た
り
に
行
う
家
事
頻
度
の
平
均
値
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
ど
の
家
事
項
目
に
お
い
て
も
、
妻
が
正
規
に
お
い
て
、
夫
の
家
事
頻
度
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
特
に
食
事
後
片
付
け
と
食
事
用
意
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
図
五
は
、

妻
の
従
業
上
の
地
位
別
の
妻
の
家
事
頻
度
を
家
事
項
目
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
ち
ら
は
、
ど
の
家
事
項
目
に
お
い
て
も
正
規
就
業
の
も
の
に
お
い
て
最
も
頻
度
が

表 2

低
く
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
重
回
帰
分
析
を
用
い
て
、
夫
婦
の
家
事
分
担
の
規
定
要
因
を
分
析
し
て
い

こ
う
。
ま
ず
、
夫
の
相
対
的
な
家
事
割
合
を
従
属
変
数
と
し
た
分
析
を
行
う
。
モ
デ

ル
ー
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
と
妻
の
従
業
上
の
地
位
を
投
入
し
、
モ
デ
ル
E

に
は

モ
デ
ル
I

に
情
緒
サ
ポ
ー
ト
主
成
分
と
性
別
役
割
ハ
韮
未
肯
定
主
成
分
を
投
入
し
、
最

後
に
モ
デ
ル
直
に
は
、
さ
ら
に
妻
の
従
業
上
の
地
位
と
性
別
役
割
分
業
肯
定
主
成
分

の
交
互
作
用
項
を
投
入
し
て
い
く
。
分
析
結
果
は
、
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
。
左
半

分
は
男
性
回
答
、
右
半
分
は
女
性
回
答
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
係
数
は
す
べ
て
非
標

準
化
係
数
で
あ
る
。
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表 3 夫の相対的な家事割合の規定要因
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図 3 家事頻度平均値(女性回答)

ー0.018 -0.148 -0.168 
0.250 0.066 0.064 
0.001 0.001 0.001 

息製2民主主一一』品Q1L主主一_Q，QJ..Q_主主

金主主ι主主一二息笠土主主一二生鐙旦紳

0.088 -0.017 -0.053 

0.125 -0.239 目。 205

1.993 1.580 1.471 
1.010 0.233 0.630 

1.996 1.494 0.875 
-0.475 -0.080 0.206 
-3.118 + -2.860 -2.725 

2.207 申申 2.137 ** 
-1.157 • 0.367 

-3.217 ヰ申

-1.667 
0.467 

637 637 637 
3067.02 3039.00 3037.57 

5.338 .* 6.744 *. 6.163 .キ

0.098 0.140 0.146 
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と
の
や
調
整
済
み
R

二
乗
の
値
か
ら
、
男
女
の
回
答
と
も
に
、
モ
デ
ル
皿
が
採
択

さ
れ
る
。
男
性
回
答
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
末
子
年
齢
が
高
い
こ
と
、
夫
の
母
と

同
居
し
て
い
る
こ
と
、
夫
の
労
働
時
聞
が
長
い
こ
と
は
負
の
効
果
が
あ
り
、
妻
の
従

業
上
の
地
位
は
夫
の
相
対
的
な
家
事
割
メ合、
I=t 

効
果
が
な
し、

妻
の
年
収
は

。

% 

水
準
で
は
あ
る
が
、
正
の
効
果
が
あ
る
。
夫
の
性
別
役
割
分
業
肯
定
主
成
分
は
負
の

効
果
が
あ
り
、
性
別
役
割
ハ
韮
未
を
肯
定
し
て
い
る
夫
は
家
事
割
合
が
低
い
傾
向
に
あ

る
。
こ
れ
は
先
行
研
究
に
も
合
致
す
る
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
情
緒
的
サ

ポ
ー
ト
主
成
分
に
つ
い
て
は
、
有
意
な
効
果
が
な
い
。

次
に
、
女
性
回
答
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
夫
の
母
親
同
居
、
夫
の
労
働
時
聞
が

夫
の
家
事
割
合
を
減
ら
す
効
果
を
も
っ
て
お
り
、
反
対
に
妻
の
収
入
は
夫
の
家
事
割

合
を
増
や
す
効
果
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
、
情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
主
成
分
の
得
点
が
高

い
ほ
ど
、
夫
の
家
事
割
合
は
増
加
す
る
。
さ
ら
に
、
妻
、
か
正
規
で
性
別
役
割
分
業
を

肯
定
し
て
い
る
と
夫
の
家
事
割
合
は
減
少
す
る
。
モ
デ
ル

H

で
は
、
性
別
役
割
分
業

肯
定
主
成
分
が
有
意
な
負
の
効
果
を
持
っ
て
い
た
が
、
モ
デ
ル

E
で
は
そ
の
主
効
果

が
消
え
て
い
る
。
モ
デ
ル
E

の
主
効
果
は
、
特
に
、
正
規
で
働
く
妻
の
う
ち
、
性
別

役
割
分
業
を
肯
定
す
る
者
に
お
い
て
、
夫
の
家
事
割
合
が
低
下
す
る
こ
と
の
効
果
が

示
し
て
い
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
家
事
割
合
は
、
妻
、
か
正
規
の
場
合

に
、
妻
の
性
別
役
割
分
業
意
識
に
よ
っ
て
差
が
生
じ
る
が
、
妻
が
パ
l

ト
や
自
営
家

族
の
場
合
に
は
、
妻
の
分
業
意
識
に
よ
っ
て
差
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
夫
の
相
対
的
家
事
割
合
の
規
定
要
因
に
つ
い
て
は

明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
の
内
訳
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ

ま
り
、
夫
の
家
事
割
合
が
増
加
す
る
要
因
と
し
て
、
夫
の
家
事
の
絶
対
量
が
増
え
る

か
、
妻
の
絶
対
的
な
家
事
頻
度
が
低
下
す
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

夫の家事頻度の規定要因

従属変数・夫家事頻度

(定数)
ヱーズ仮説
末子年齢 -0.071 + -0.058 -0.061 -0.032 -0.048 + -0.044 + 

子どもの人数 ...._ _..................:::\H~?~ ・ .......~!t~.?~...............::Q，~~?...~.................~!!，!!.~.~...............~Q，Q~.~............. .. ~.9.，9.?Q.. 
代替資源仮説
夫の母同居ダミー 一日 091 -0.119 -0.179 ー1.165 紳ー1.152 紳-1.122 紳

一重役最聞民主仁三工士一 一一一---------二日銀山…一二.1Æl.三一一二1.5弘 一占 e一v一J二E旦Qη1(l.技.L一…凶一…由一目一二_-:9.2~匁1一一
相対的資源仮説
本人教育年数一配偶者教育年数 0.252 -0.194 -0.179 -0.010 -0.061 -0.069 
夫教育年数 0.260 0.200 0.188 0.062 -0.010 -0.01 日
本人収入ー配偶者収入 ー0.001 0.000 -0 ∞ 1 0.000 0.000 0.000 

ー室空I収 ......司..........._...............__ _......!!&9_~..:'_....._.._..Q ，QQ1....._.............Q，9.9.?........................Q，QQ1. 紳 .9...9_Q?'.._*..._.._..___Q,QQ.L:' 
時間制約仮説
去一日あたーり!労働時開ーーー ー _~iHH. 士 二Q，m..~ ー ~_9_.1.9_7_主 _...._....._~_Q，m_ 料 _~_9_._?J.1_ 榊 ー0.328 紳.

夫階層
夫専門管理ダミー (ref)
夫事務営業ダミー
夫販売サービスダミー
夫技能労務ダミー

ま皇茎笠三三
妻従業上の地位
妻無職ダミー (ref)
妻正規ダミー
妻パートダミー

童窒韮乏三ニ
夫婦関係良好主成分(本人回答)

性別役割分業宵定主成分{本人回答)

妻E規×性別役割分業肯定主成分

妻パートx性別役割分業肯定主成分
妻家族従業者×性別役割分業官官主成骨

N 608 
AIG 2240.96 
F値 2.855 料

調整済みR2乗 0.047 
料p<0.01.*p<0.05.+p<0.1 (注)数値は非標準化偏回帰係数

女性回答

モデルE モデルm
6_822 ** 6_823 水本

表 4

男性回答

モデル I モデルE モデルm
8.082 ホ 8359 * 9~30 + 

モデル I
5.071 ホ

0.128 
0.048 
0.619 
0.072 

0.134 
0.038 
0.651 

-0.066 

0_129 

0.174 
0.793 + 
0.206 

-0.920 

0.704 
-0.070 
-2.128 

-0.835 

0.792 
0.020 

-2.076 

-0.923 

0.785 
0.036 

-2.093 

30 

0.206 
0.118 

-0.834 

0.923 ** 
0.157 

-0.924 + 

-0.511 

0.206 
643 

1768.13 
5.124 ホキ
0.119 

0.385 
0.039 

-0.864 

0.944 ** 
-0.289 + 

0.521 
-0.123 
-0.952 

643 
1767.14 
5.691 *ホ

0.116 

643 
1892.93 

3.690 ** 
0.063 

0.033 
<1.019
-0.575 

0.180 
ー1.022 + 
-0.383 
1.052 

-0.793 

608 
2237.34 

2.838 ** 
0.06 

0.119 
-0.682 
-0.479 
0.197 

< 0.798 ** 

0.370 
-0.771 
0.272 

608 
2237.10 

2.988 ** 
0.056 



の
規
定
要
因
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
詳
細
な
家
事
頻
度
の
規
定
要
因
が
明
ら

か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
夫
と
妻
そ
れ
ぞ
れ
の
家
事
頻
度
の
規
定

要
因
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

表
四
は
夫
の
家
事
頻
度
の
規
定
要
因
の
分
析
結
果
で
あ
る
。
モ
デ
ル
の
構
成
は
表

三
と
同
様
で
あ
る
o
k

の
の
値
か
ら
男
女
の
回
答
と
も
に
、
モ
デ
ルE
が
採
択
さ
れ

る
。
男
性
回
答
を
見
て
い
く
と
、
夫
の
労
働
時
聞
が
有
意
と
な
っ
て
お
り
、
夫
の
労

働
時
聞
が
増
加
す
る
と
夫
の
家
事
頻
度
は
減
少
す
る
。
夫
、
か
性
別
役
割
分
業
を
肯
定

し
て
い
る
と
夫
の
家
事
頻
度
は
減
少
す
る
。
女
性
の
回
答
を
見
て
い
く
と
、
夫
の
母

が
同
居
す
る
と
夫
の
家
事
頻
度
、
か
減
少
し
、
妻
の
年
収
が
上
昇
す
る
と
、
夫
の
家
事

頻
度
が
増
加
す
る
。
夫
の
労
働
時
聞
が
増
加
す
る
と
夫
の
家
事
頻
度
が
減
少
し
、
情

緒
サ
ポ
ー
ト
主
成
分
の
得
点
が
高
い
と
、
夫
の
{
杢
事
頻
度
は
増
加
す
る
。

こ
こ
ま
で
の
分
析
結
果
、

つ
ま
り
、
夫
の
相
対
的
な
家
事
割
合
の
規
定
要
因
(
モ

デ
ル
E
)
と
、
夫
の
家
事
頻
度
の
規
定
要
因
(
モ
デ
ル
E

〉
の
分
析
結
果
を
ま
と
め

る
と
次
の
表
五
の
よ
う
に
な
る
。

重
回
帰
分
析
の
結
果
、
有
意
な
正
の
効
果
の
あ
っ
た
変
数
の
と
こ
ろ
に
プ
ラ
ス
、

負
の
効
果
が
あ
っ
た
変
数
の
と
こ
ろ
に
マ
イ
ナ
ス
の
符
号
を
つ
け
て
い
る
。
夫
階
層

と
妻
の
従
業
上
の
地
位
は
有
意
な
効
果
、
か
な
か
っ
た
た
め
、
省
略
し
て
い
る
。
相
対

的
資
源
仮
説
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
て
、
有
意
な
効
果
の
あ
っ
た
変
数
は
四
角
で
囲

一
見
し
て
、
夫
の
相
対
的
家
事
割
合
と
夫
の
家
事
頻
度
の
規
定
要
因
は

ん
で
お
り
、

ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
唯
一
異
な
る
の
は
、
綱
か
け
の
部
分
、
す
な

わ
ち
、
女
性
回
答
の
正
規
と
性
別
役
割
分
業
肯
定
主
成
分
の
交
互
作
用
項
の
負
の
効

果
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
夫
の
相
対
的
家
事
割
合
は
、
お
お
む
ね
夫
自

身
の
家
事
頻
度
の
増
減
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

結果のまとめ①表 5

男
性
回
答
で
は
、
男
性

側
の
要
因
、

つ
ま
り
、

夫
の
労
働
時
間
と
夫
の

性
別
役
割
分
業
肯
定
主

成
分
が
効
果
を
も
ち
、

女
性
回
答
で
は
、
主
に

女
性
側
の
要
因
、

り
、
妻
の
年
収
と
情
緒

的
サ
ポ
ー
ト
主
成
分
が

効
果
を
も
つ
の
で
あ
る
。

網
か
け
部
分
に
つ
い

て
は
、
夫
の
相
対
的
な

家
事
割
合
に
の
み
有
意

家
事
頻
度
に
対
し
て
は
有
意
な
効
果
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
妻
が

な
効
果
が
あ
り
、
夫
の

正
規
で
分
業
肯
定
の
場
合
に
、
夫
の
相
対
的
家
事
割
合
を
低
下
さ
せ
る
要
因
は
、
妻

家
事
頻
度
の
規
定
要
因
を
見
て
い
こ
う
。

の
家
事
頻
度
の
増
大
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
妻
の

表
六
は
妻
の
家
事
頻
度
を
従
属
変
数
と
す
る
重
回
帰
分
析
の
結
果
で
あ
る
。
と
の

や
調
整
済
み
R

二
乗
の
値
か
ら
男
性
回
答
で
は
モ
デ
ル
I

が
、
女
性
回
答
で
は
モ
デ

ル
皿
が
採
択
さ
れ
る
。
男
性
回
答
の
モ
デ
ル
ー
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
夫
の
母
同

居
に
よ
っ
て
妻
の
家
事
頻
度
が
増
加
す
る
。
こ
れ
は
品
田
(
一
九
九
六
)
や
稲
葉

(
一
九
九
八
)
で
示
さ
れ
た
結
果
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
夫
は
自
分

つ
ま
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(定数)
ニーズ仮説
末子年齢 0.004 -0.003 

まとものλJ数ー 0.485 0.520 
代替資源仮説
夫の母同居ダミー 1.485 • 1.493 •. 1.557 紳 ー0.607 -0.589 -0.693 
裏!p.震関属'!.ミー 0.987 -0.944 -0.963 -1.467 • ー1.385 +ー ー1.288 + 

相対的資源仮説
本人教育年数ー配偶者教育年数 且254 . 0.247 0.236 
夫教育年数 且260 -0.253 -0.246 
本人収入配偶者収入 0.003" 0.003" 0.003" 

蓑集収 9..001.................9.,9.9.9...................9 .. 9.9..9. 
時間制約仮説
去一鼠1lt;.日'.ji1働l時J閉1.................................:9...9..~.~...............~9.，9. ?1..............:.9... 9.7.?. 

夫階層
夫専門管理ダミベ問f) ー ー
夫事務営業ダミー -0.254 -0.276 -0.219 
夫販売サービスダミー 0.317 0.283 0.354 
夫技能労務ダミー 0.583 -0.600 -0.557 

去農業笠ミ一 一也~4.? ..............~9.，~~~..............:.9)!.1.1.. 
妻従業上の地位
妻無職ダミー(間的
妻正規ダミー
妻パートダミー

重窒盤笠豆=
夫婦関係良好主成分{本人回答)
性則lli割骨婁宵宜主成骨{本人回答)

妻E規x性別役割分業肯定主成分

妻パートX性別役割分業肯定主成分
事室憧椎草者 x性別骨割骨婁宵jf'主成分

N 615 
A1C 2208.54 
F値 6.010 料

相轄藩.;，.R2曇 且115

料þ(且01.句(0.05.+p(且 1 (注)数値は非標準化偏回帰係数

女性回答

モデル I モデルE モデルE

33.031" 32.856 *. 32.919" 

妻の家事頻度の規定要因

一一星盤且査
モデル I モデルE モデルE

31.058" 30.990" 30.595" 

表 6

従属変数・妻家事頻度

-0.057 + 
0.571 水

0.060 -0.032 -0.017 
0.310' -0.276 +ー0.271 + 

-0.001 -0.001 -0.001 
0.005" -0.004' -0.004' 

0.002 -0.051 -0.052 
0.565 0.685 • 0.595 • 

0.164 0.146 0.160 
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」之.1l
-0.024 

且盟主
1.372 • 
0.551 

ー1.139

O゚ O゚ ﾟO 
2243.85 2238.538 2,234.05 
7.451 ** 7.201" 6.727" 
0.134 0.143 0.152 

-2.170 • 
-0.783 

」之坐
-0.057 
0.696 •• 

-2.439 •• 
-0.786 
0.792 

-2.899 •• 
0.857 

-0.324 
0.171 
0.482 
0.236 

-0.730 
0.623 
615 

2213.80 
4.794 •• 
0.115 

-2.926 •• 
0.634 

-込笠主
0.155 
0.322 

-2.979 •• 
0.667 

-0.484 

615 
2210.91 

5.427 •• 
0.115 
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の
母
同
居
に
よ
っ
て
、
妻
の
家
事
頻
度
が
増
大
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
が
、
女

性
の
回
答
で
は
、
夫
の
母
同
居
ダ
ミ
l

の
効
果
が
有
意
で
は
な
く
、
符
号
は
マ
イ
ナ

ス
で
あ
る
。
こ
の
男
女
の
捉
え
方
の
差
異
は
興
味
深
い
。
さ
ら
に
、
夫
と
妻
の
収
入

差
が
大
き
い
ほ
ど
妻
の
家
事
頻
度
、
か
増
し
、
妻
が
正
規
雇
用
で
就
業
し
て
い
る
と
無

職
に
比
べ
、
妻
の
家
事
頻
度
は
減
少
す
る
。
情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
主
成
分
や
性
別
役
割

分
業
肯
定
主
成
分
に
つ
い
て
は
、
有
意
な
効
果
、
が
な
い
。
女
性
回
答
の
モ
デ
ルEに

つ
い
て
み
て
い
く
と
、
子
ど
も
の
人
数
が
増
え
る
と
妻
の
家
事
頻
度
は
増
加
し
、
妻

の
収
入
が
増
加
す
る
と
妻
の
家
事
は
減
少
す
る
。
妻
が
正
規
就
業
で
は
、
妻
の
家
事

頻
度
は
減
少
す
る
が
、
妻
、
か
正
規
で
性
別
役
割
分
業
を
肯
定
し
て
い
る
ほ
ど
、
家
事

頻
度
は
増
加
す
る
。
こ
こ
で
、
女
性
回
答
の
モ
デ
ル
E

を
み
る
と
、
性
別
分
業
肯
定

主
成
分
の
主
効
果
が
有
意
で
あ
る
が
、
モ
デ
ル
E
で
は
、
そ
の
主
効
果
は
消
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
八
刀
業
肯
定
で
あ
る
ほ
ど
、
家
事
頻
度
が
増
え
る
効
果
は
、

妻
が
正
規
で
あ
る
も
の
に
お
い
て
、
分
業
肯
定
で
あ
る
ほ
ど
家
事
を
よ
り
多
く
行
う

と
い
う
効
果
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
モ
デ
ル

E
と
の
比
較
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。

以
上
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
次
の
表
七
の
と
お
り
と
な
る
。
表
七
は
表
六
に
妻
家

事
頻
度
の
分
析
結
果
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
七
の
妻
家
事
頻
度
の
規
定
要
因
を
み
る
と
、
左
側
の
二
つ
の
結
果
(
夫
の

家
事
相
対
割
合
・
夫
家
事
頻
度
)
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま

ず
、
男
性
の
意
識
、
つ
ま
り
性
別
役
割
肯
定
主
成
分
は
妻
の
家
事
頻
度
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
男
女
双
方
の
回
答
で
、
妻
、
か
正
規
で
あ
る
こ
と
が
無
職
に

比
べ
て
、
妻
の
家
事
頻
度
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
女
性
の
回
答
で
、
正
規
と

性
別
役
割
分
業
肯
定
主
成
分
の
交
互
作
用
が
正
の
効
果
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
表

六
で
確
認
し
た
、
女
性
回
答
に
お
け
る
夫
の
相
対
的
家
事
割
合
を
低
下
さ
せ
て
い
た



網
か
け
部
分
の
効
果
は
、
女
性
自
身
の
家
事
頻
度
の
増
減
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
妻
が
正
規
で
家
事
が
減
少
し
た

こ
と
に
よ
る
効
果
は
ど
こ
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
妻
の
年

収
に
よ
る
夫
の
家
事
頻
度
の
増
加
や
情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
夫
の
家
事
頻
度
の
増

加
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

結果のまとめ②

夫相対的割合 夫家事頻度 妻家事頒度

男性回答 女性回答 男性回答 i 女性回答 男性回答 女性回答

ーズ仮説
末子年齢

子どもの数 + 
代替資源仮説

夫の母同居 + 
妻の母同居

相対的資源仮説

本人と配偶者の教育年数差

夫教育年数

本人と配偶者の収入差 + 
妻年収 + I + 

時間制約仮説

夫の労働時間

夫階層

専門管理

事務営業

販売サービス

技能労務

農業

妻従業よの地位

無職

正規

パート

家族

情緒的サポート主成分 + + 
性別役割分業主成分

正規×性別役割分業主成分 + 
パート×性別役割分業主成分

家族×性別役割分業主成分

表 7

五
.
議
論
・
考
察

以
上
の
分
析
結
果
を
、
仮
説
を
検
証
し
な
が
ら
確
認
し
て
い
く
。

ま
ず
、
1
.

妻
の
従
業
上
の
地
位
に
よ
る
差
異
仮
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
女
性

回
答
に
お
い
て
、
正
規
就
業
の
妻
の
家
事
頻
度
、
か
、
無
職
の
妻
よ
り
低
い
と
い
う
部

分
の
み
支
持
さ
れ
た
。
逆
に
い
え
ば
、
妻
が
正
規
就
業
で
あ
っ
て
も
、
パ
ー
ト
就
業

で
あ
っ
て
も
、
無
職
の
妻
を
も
っ
夫
と
比
べ
て
、
夫
の
家
事
頻
度
は
増
え
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

2
.

性
役
割
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
仮
説
に
つ
い
て
は
、
男
性
回
答
で
は
、
夫
の
相
対
的

家
事
割
合
・
家
事
頻
度
と
も
に
支
持
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
夫
が
性
別
役
割
分
業
を
肯

定
し
て
い
る
と
夫
自
身
の
相
対
的
家
事
割
合
・
家
事
頻
度
は
と
も
に
減
少
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
女
性
の
回
答
で
は
、
採
択
さ
れ
た
モ
デ
ル
に
お
い
て
は
、
夫
の
相
対

的
家
事
割
合
・
家
事
頻
度
、
妻
の
家
事
頻
度
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
主
効
果
と
し
て

有
意
な
効
果
は
な
か
っ
た
。

3
.

性
別
役
割
分
業
意
識
と
従
業
上
の
地
位
に
よ
る
差
異
仮
説
に
つ
い
て
は
、
男

性
回
答
で
は
支
持
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
女
性
の
回
答
で
は
、
正
規
と
性
別
役
割

分
業
肯
定
主
成
分
の
交
互
作
用
項
に
有
意
な
効
果
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
夫
の
相

対
的
家
事
割
合
に
対
し
て
は
、
妻
が
正
規
で
ハ
韮
未
を
肯
定
し
て
い
る
と
負
の
効
果
が

あ
り
、
妻
の
家
事
頻
度
に
対
し
て
は
、
妻
が
正
規
で
分
業
を
肯
定
し
て
い
る
と
正
の

効
果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見
は
、
中
核
的
な
市
場
で
働
い

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
正
規
就
業
の
女
性
の
家
事
頻
度
は
、
性
別
役
割
分
業
意
識
に

よ
っ
て
差
異
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
性
別
役
割
分
業
を
肯
定
し
て
い

る
正
規
就
業
の
妻
は
、
肯
定
し
て
い
な
い
も
の
に
比
べ
て
、
よ
り
多
く
の
家
事
を
し
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て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
夫
の
家
事
の
相
対
的
な
割
合
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
ハ
韮
未
肯

定
派
の
正
規
就
業
の
女
性
は
、
多
く
家
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
立
ロ
町
田(3
E
)

が
い
う
と
こ
ろ
の
、
ジ
ェ
ン
ダ
1

・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
、
体
現
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
胃
5
8
(
3
E
)
が
示
し
た
の
は
、
妻
へ
の
経
済
的
依
存
度
の
高
い
夫
、

つ
ま
り
、
妻
よ
り
少
な
く
稼
ぐ
夫
ほ
ど
、
家
事
時
聞
が
少
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
と
は
逆
に
、
日
本
で
は
、
ハ
韮
未
を
肯
定
し
、
か
つ
中
核
的
市
場
で
働
く
妻

が
、
家
事
も
行
う
こ
と
で
象
徴
的
女
性
ら
し
さ
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
U
Z
H
5
2
B
(
】
∞

3
H
3

∞
唱
)
は
、
「
夫
婦
の
連
帯
の
根
源
で
あ
る
も
の
は
性
的

分
業
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
女
性
が
多
く
家
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
夫
婦

の
安
定
性
が
保
た
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

性
別
役
割
ハ
韮
宋
を
肯
定
し
つ
つ
、
正
規
で
働
き
、
家
事
も
分
担
し
て
い
る
女
性
は
、

家
事
分
担
を
よ
り
多
く
担
う
と
い
う
点
で
は
、
ハ
韮
未
肯
定
と
い
う
意
識
と
そ
の
実
態

が
一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
、
性
別
役
割
分
業
意
識
に
よ
る
家
事
分

担
の
差
異
が
生
じ
た
要
因
と
し
て
は
、
正
規
就
業
の
女
性
の
中
で
も
働
き
方
が
異
な

り
、
労
働
時
間
の
長
さ
や
責
任
の
重
さ
と
い
っ
た
こ
と
が
家
事
分
担
の
差
に
つ
な
が

り
、
家
事
頻
度
が
実
際
に
低
下
し
て
い
る
正
規
の
女
性
が
性
別
役
割
分
業
を
否
定
し
、

家
事
分
担
の
差
が
性
別
役
割
分
業
意
識
の
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
逆
の
因
果

も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
性
別
分
業
の
変
革
に
向
け
て
は
、
労
働
条
件
な

ど
も
含
め
て
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
回
答
で
の
み
効
果
が
あ
る
。
妻
の
悩
み

を
聞
き
、
妻
を
高
く
評
価
し
、
妻
に
助
言
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
夫
は
、
家
事
も
多
く

行
う
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
因
果
、
か
逆
で
あ
る
可
能
性
が
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考
え
ら
れ
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
家
事
を
多
く
分
担
し
て
く
れ
る
夫
を
、
妻
が
、

情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
も
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
男
性
回
答
で
は
、
妻
が
提
供
す
る
情
緒
的
サ
ポ
ー
ト
の
量
に
よ
っ

て
、
妻
の
家
事
頻
度
に
対
す
る
回
答
に
差
が
な
い
点
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
最
新
の
全
国
規
模
の
調
査
デ
l

タ
を
用
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
う
こ

と

よ
り

夫
婦
の

室
分
担
の
構
造
や
規
定
要
因
の
差
異

女
，性

の
正
規
就
業
と

性
別
役
割
分
業
意
識
及
び
家
事
分
担
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
新
た
な
知
見
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
家
事
分
担
と
い
う
テ
l

マ
は
「
市
場
」
と
寸
家
族
」
、
有
償
労
働
と

無
償
労
働
を
つ
な
ぐ
要
で
あ
り
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
労
働
の
一
部
を
構
成

す
る
も
の
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
、
労
働
力
人
口
の
減
少
と
い
う
日
本
社
会
の
趨
勢

の
な
か
で
、
家
事
分
担
や
性
別
ハ
韮
未
の
問
題
は
、
今
後
も
よ
り
一
層
注
視
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

付
記第

三
回
全
国
家
族
調
査

(
Z
E
g

デ
l

タ
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
家

族
社
会
学
会
全
国
家
族
調
査
委
員
会
の
許
可
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

注(
l
)結
婚
後
は
、
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
事
労
働
に
専
念
す
べ
き
。
母
親
は
、
子
ど
も
が

小
さ
い
う
ち
は
、
仕
事
を
持
た
ず
、
子
育
て
に
専
念
す
べ
き
。
男
女
は
違
っ
た
育
て
方

を
す
べ
き
。
の
三
項
目
と
し
、

一
全
く
賛
成
、
回
全
く
反
対
、
と
回
答
し
た
も
の
を
主

成
分
分
析
し
て
い
る
。



(
2
)本
人
と
配
偶
者
の
過
去
一
年
間
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
、
「
大
変
悪
い
」
と
回
答
し
た
者

に
つ
い
て
も
、
分
析
か
ら
除
外
し
て
い
る
。

(
3
)主
成
分
得
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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The Effects of Wife's Regularly Working and 
Couple's Gender Role Attitudes on the Division of Household Labor 

-Analysis of NFRJ08 Data-

INUIJunko 

The article provides an empirical examination of the determinants of the division of household labor in 

contemporary Japan by using National Family Research of Japan 08 (NFRJ08) data, focusing on wife's work 

status and how they think about gender roles. It has been mainly examined "the relative resources hypothesis", 

"the demand/response capability hypothesis" and "the gender role ideology hypothesis" as the factor of the 

division of household labor, especially husband's participation in domestic labor. 

This paper examines how some factors affect not only on husbands' participation but also wives' one and 

husbands' relative participation of household labor. It focuses on 3 hypotheses that are "making differences 

by wife's work status hypothesis" "gender ideology hypothesis", and "making differences by the interaction of 

gender role attitudes with wife's work status hypothesis". 

OLS regression results from NFRJ08 data clarifies that wives who work on regularly do fewer 

housework than non-working wives but wives who have part time work do as almost same as non working 

wives. Meanwhile, it clarifies that husbands of working part time wives don't do more housework than their 

counterparts of non working wives and that husbands who agree with the sexual division of labor do less 

housework, and that husbands who emotionally support their wives do more housework and finally that wives 

who work regularly and agree with traditional division of labor do more housework than regularly working 

wives who don't agree with that. 

Key Words : gender division oflabor, regular worker, frequency of household labor, distribution of household 

labor between couples, gender role attitudes 
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